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静岡地学第 80号 (1999)

南東麓の と地下水

保坂貞治*

富士火山の総面積約 969km2のうち、山頂-十里木および山頂一寵坂を結ぶ範囲内を南東麓斜面と

みなすと、その部積は約 277km2 (28.6%)を占めている O この南東麓斜面の降水量は富士火山全体の

降水量約 22.55億トン/年の 31.5% (7.11億トン/年)と推定されている(山本荘毅:1971) 0 

は地質資料、湧泉資料、深井戸ポーリング資料、降水資料などの文献調査および現地謡査@開

き取り調査等に基づいて、富士火山南東麓の蜂水(降雨+降雪)が地下に浸透したのち、地下水とし

て地層中をどのように流動しているかについて若干の考察を試みたので報告する O

l 富士火山南東麓およびその周辺の地質概観

1 1 富士火山南東麓の北東には、

質火山岩@火山砕屑岩を主とする丹沢層群と、

構成される大室山(標高 1，588m) ~菰釣山

(1500-1000万年前)の

く石英関緑岩。斑レイ

1，345 m) ~三国山(標高 1 ， 330 m)などの山々が

よび火山砕屑岩を主とする箱根外輪山

している O さらに南に

の北東斜面に接している O

@火

町田 洋(1992)によれば、富士火山の活動は約 10 1 

降に活動した新期の活動に区分されている O

したが、泥流活動も活発であった。

丹沢山塊、箱根火山、

した古期の活動と約 5千年以

を盛ん

どを挟んだ

(約

1万年前)には、

の後;、

り、約 5

流出が卓越

コリア放出@

1 2 

どの流動性に

く埋めている O

に流下した。

(8 ， 050土 130~5 ， 830 士 130

の活動が始まつん O

で示される火

山は 3，500年前まで

スコリア放出を伴う爆発的噴火や関火山活動(スかったが、

し 1988)0 

(1968) によ ように、 山の

16，500土400

となっている O

(OLFm、 24.100土400

るものは、約 1

(SE1)である O こ

し

*・ 101 14 
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静岡地学 80号 (1999)

麓に流した代表的溶岩流 (5-10 mmの斜長石斑品を含む)であり、御殿場市大野原を中心に広く分

している O 三島溶岩流は富士岡地区の中清水、駒門を経て箱根外輪山の山裾に達したのち、流向を

に変えて箱根火山 e愛鷹火山の裾合谷を厚く埋め、長泉町、清水町を経て三島に達している(総延

長約 35km)o 

本地域の三島溶岩流の南西側には、三島溶岩流より新しい裾野溶岩流(SEz曹 SE3ラ SE4)、畑間溶岩

流 (SE5) などの!日期溶岩流、新期寄生火山溶岩流に属する印野丸尾溶岩流 (1紅白)が分布している(図

1 ) 0 

本地域の北西部に当たる には、小規模ながら中期溶岩流 (MCV)が分布し、これ

(Shi)、須走一御殿場溶岩流 (Sub)、成就ヶ

(Kem)が分布している。約 5，000年前に活動を再開し

のほか、玄武岩質のスコリア@ラピリなど (V)

っている(国 1)。

2 
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じ標高に分布している O これは後述する地下に埋没した溶岩流の末端域にあたると

b 三島溶岩流末端域での湧水

32"'-'37の6地点 6個所で、合計 14，953Q /sの豊富な湧水がある。近年この豊富な地下水を利用する

企業の増加、公共及び一般水源としての地下水の利用の増加に伴い、地下水位が下がり湧出量の減少

される O

と枯渇が目立つてきた。

2-3 富士火山と丹沢山系@愛鷹火山@箱根火山の地質境界域の湧水

ア 富士火山@丹沢山系境界域での湧水

①、③、⑥、⑦の 4地点 10個所で、合計 2，923Q /sの湧水がある O ⑥の須JI!湧水は富士火山と丹沢

山系が接する山裾に発達した侵食谷で湧水地点、では比高 89mの渓谷状谷壁の透水層(スコリア~ラ

ピリ質砂擦層)から多量の湧出が見られる O 筆者の調査 (1988年)によれば、須JI!湧水の全湧出量に

上流域での深井戸汲上量を加えると約 42万t/日であった。水質も良いので小山町の貴重な水源と

1 富士火山高東麓の湧水~山本荘毅(1992)より抜粋@

ぬ

ー
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は以下のように区1に示した自然湧水を地形図上にプロットしたものが図 2である O これらの

分することができる O
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静岡地学第 80号 (1999)

なっている O

イ 富士火山 e 箱根火山境界域での湧水

⑬""'-'22、25の5地点、10個所で合計2165.e/sの湧水があるO これらの地点、は箱根火山西斜面に向かつ

て流下した富士火山溶岩流が裾野市方面に流向を変える地域に当たり、主に富士火山系の湧水である O

もっとも箱根寄りに位置する二子水源(東邦化工:1990)の水質調査の結果から富士火山系と判定した。

ウ 富士火山@愛鷹火山境界域での湧水

23、24、26、28の4地点、 15個所で、合計 65.e /sの湧水がある O 水源数は多いが、湧出量は少ない。

3 富士火山高東麓の地下水の流れ

山南東麓の地下水の流れについては、深井戸ボーリング資料(表 2)およびこれらを地形図

にプロットした図 3と現地調査並びに開き取り調査に加え、自然湧水資料(表 1)、富士火山南東麓

国2 図3 1)ング地点、国
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の地質略図(図 1) して記述する O

3 -1 と古期富士火山噴出物の

山の泥流堆積物(火山岩塊@火山砂様

し、結粒培積物

る

ス

いる

2 
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3 2 富士火山南東麓の地下水の流れ

(1) 新期富士火山噴出物

富士火山南東麓の表層を覆う新期富士火山噴出物(玄武岩質溶岩@火山砕屑物)は一般に多孔質で

透水性がよく、降水のほとんどは地下に浸透し、表流水として地表を流下することは少ない。このこ

とが、富士火山の形成年代が新しいこととともに、谷の発達が遅い原因と推定される O

(2) 地下水は溶岩流に沿って優良な地下水脈を造っている O

ア 小山一御殿場地域には、新期富士火山の火山砕屑物(スコリア@ラピりなど)が備西風の影響を

受けて厚く堆積し(図 1のV)、溶岩流の露出は小山町須走~御殿場市板妻市街地には見られないが、

図4-⑥、 22、24に見られるように、地下約 80m付近に中期溶岩流と推定される溶岩流が存在してい

るO また、付近に設置された東富士ダムの地下水脈調査用ボーリングでも、 2個所で地下 80m付近で

溶岩流を確認している O この溶岩流の延長上で、須}I[・期頭@用沢の湧水があり、御殿場市。小山町

の良い水源となっている O

イ 図 3 ⑬の溶岩流も前述の溶岩流に近接し、

源)および表 1 ⑨(上小林湧水)、表 1-⑬

される O

湧水)もこ

ウ 御殿場市印野地区には図 5 21、⑮、⑬に見られるように

111m) が覆い、その下位には18期溶岩流(熔岡溶岩流 SE4)ラ

600 

5守容

S主語

ヰ と地下水 思5

-25 

と される O 図2 ⑬(仁杉水

に関係しているものと

(SE1) と される

緩高

臨滋a

車総



も認められ、その延長は御殿場市中清水~神山地区まで辿ることができ、図 3-⑮、⑬、⑬水源や中

清水@ニ子湧水などを癌養@供給している O

エ 御殿場市駒門~裾野市~長泉町地域の地下構造と地下水

この地域には図 6-33雪 34，44曹 45の深井ボーリング柱状図に見られるように、富士火山@箱根火

山および、愛鷹火山@箱根火山の裾合谷の堆積物(玉石混り火山砂擦など:古黄瀬川堆積物)を埋めて

( 1日期溶岩流 SE1) が厚く堆積している O 被野市役所 (1993年)の三島溶岩流地下風穴調

によれば、風穴内に良く洗浄された河成砂擦が底床を埋め、地下水の流動を示す水紋が認められた。

風穴内には車内擦や円躍を受けた溶岩塊も認められた。これらの事実は、多量の鋒雨があると風穴内

の水位が上がり、地下水が風穴内(三島溶岩流洞穴部)勢いよく流下したことを示している O また、

された溶岩塊は地下J[lの河床であったことを示している O 本地域の下流に当たる柿田J[1 ..丸池@

菰池@小浜池などに多量の湯水が見られるのに、この地域を流れる黄瀬J[Iおよび大場J[I

が少ないのは、降水の多くが多孔質で風穴に に流入し地下JlIとして流動しているた

めと推定される O

(SE1) が分布する裾野市街地で比較的近接する深井戸ボーリング(図 7 32ヲ 33雪 25曹

26)の自然水位は、挟在する火山砂醸の粒度や層厚などの違いを反映しており、 33井に対して 32井

が 10.5m、25井が+4.9m、26井が 5.8mというようにかなりの水位差が認められる O いずれの

柱状図にも顕著な不透水層は認められないが、自然水位は高い。また、揚水試験で多量の水を汲み上

げても深井戸内の地下水位はほとんど下がらない。三島溶岩流中を掘削した他井の揚水試験でも水位

されている O これらの事実は、前述した地下風穴中の水紋、車円擦や水麓さ

と棺まって、三島溶岩流内を豊富な地下水が幾筋かの地下JI!として流動している

ことを示している O

(3) 鮎沢JI!" I!分水域の地下構造と地下水

鮎沢JI!"黄瀬J11の分水界は富士火山御殿場口登山道からやや東よりにほぼ東西方向に位置している O

この地域には溶岩流は見られず、主として古期富士火山の泥流堆積物が分布しており、分水界を中心

とする幅約 2~4 kmの範囲では 500m

自体の減少が認められた(御殿場市 1

して

など)。

を掘削すると

さらに約1.3km上流に当たる仁杉水源(表 2 ⑬)で揚水すると

の自噴が止まり、

と る自然湧水

が枯渇した。これらの事実は、主として泥流堆積物のみが分布し富士火山溶岩流が分布していない地

域では、被圧水層は蒋在するものの地下水流動量が少ないことを示している O

(4) 裾野市須山水源(図 5 29予 30)付近の地下構造と地下水

この付近の地表に の中期溶岩流(平塚溶岩流ト裾野溶岩流III，IIヲ 1 (古期溶岩流)な

どが認められ、図 5 30井のボーリング柱状図にはこれらの古期溶岩流が火山砂擦を挟んで、何賭も

められる O 下位の不透水層(泥流堆積物)が深いため、地下水位は地表下 132mと深い。なお、地下

は透水性のよい裾野溶岩 1(SE2) もしくは三島溶岩 (SE1) 層と推定される O
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